
議
案
第
三
十
五
号

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
｡
三
朝
町
税
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
･
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
墓

第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
完
の
規
定
に
ょ
｡
､
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

平
成
元
年
三
月
十
日

三

朝

町

長

　

安

　

田

　

真

一

郎

平
成
蔓
害
せ
拾
弐
日
　
原
棄
可
決

三
明
町
観
念
長
安
井
由
符



三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
新
町
溌
粂
桝
の
1
辞
を
改
正
す
る
条
例

三
新
町
我
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
新
町
条
例
第
十
八
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
/
に
改
正
す
る
｡

r
#
四
節
町
た
ば
こ
芸
税
(
莞
十
二
千
-
莞
十
蓋
の
八
)

第
五
節
　
電
気
税
及
び
ガ
ス
我
(
弟
九
十
六
条
1
弟
曹
十
五
集
の
二
)

目
次
中
　
幕
六
軒
　
鉱
産
我
(
兼
官
十
1
粂
-
第
百
十
条
)

第
七
貯
　
木
材
引
取
税
(
第
百
十
九
条
1
第
首
1
.
ニ
十
条
)

弟
盗
聴
封
土
地
保
膚
*
(
雷
三
十
1
粂
-
雷
苧
粂
)
｣

r
*
-
町
た
-
#
(
-
十
二
†
-
二
条
)

第
五
節
　
鉱
産
溌
(
兼
官
三
重
-
第
百
三
十
条
)

第
六
才
　
特
別
土
地
保
有
税
(
第
育
三
十
1
粂
-
第
百
四
十
条
)

に
改
め
る
｡

第
三
粂
紫
一
項
中
｢
町
た
ば
こ
消
費
溌
｣
を
r
町
た
ば
こ
我
｣
　
に
改
め
'
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
'
第
七
号
を
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A) �,ﾇ��め 

十 價｢� 

弟
五
号
と
し
､
第
<
号
を
射
り
'
第
九
号
を
券
六
号
と
す
る
｡
′

考

第
十
九
集
中
｢
弟
九
十
五
条
の
四
弟
1
項
若
し
く
は
集
二
項
｣
を
r
串
九
十
<
粂
幕
一
項
若
し
く
は
集
二
項
｣
　
に
'

r
第
九
十
五
条
の
<
券
二
項
｣
　
を
　
r
弟
育
二
条
弟
二
項
｣
　
に
改
め
､
r
t
　
券
育
粂
弟
三
項
､
兼
官
五
条
J
を
射
り
'
r

弟
育
十
三
粂
｣
　
を
　
r
弟
育
五
条
J
　
に
改
め
､
r
､
弟
育
二
十
二
兵
事
三
嘆
'
弟
盲
二
十
三
条
｣
　
を
桝
る
｡

第
二
十
集
中
　
r
弟
九
十
五
灸
の
四
弟
五
項
'
弟
九
十
五
条
の
七
第
二
項
J
を
　
r
第
九
十
<
粂
第
五
項
'
集
育
1
粂
弟

二
項
｣
　
に
改
め
る
｡

第
二
十
四
条
第
一
境
界
三
号
中
｢
又
は
募
嬉
し
　
を
　
｢
'
寡
嬢
又
は
春
夫
｣
　
に
､
｢
百
万
円
｣
　
を
　
｢
百
二
十
五
万
円
｣

㌔

に
改
め
る
｡

第
三
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

集
三
十
四
条
　
削
除

第
三
十
四
条
の
三
芳
1
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡



第
二
章
券
五
節
を
伽
る

第
二
手
斧
四
軒
の
芳
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
四
軒
　
町
た
ば
こ
我

第
九
十
二
集
の
見
出
し
中
r
町
た
ば
こ
消
費
税
｣
を
r
町
た
ば
こ
親
し
に
改
め
'
同
条
弟
､
一
項
中
r
町
た
ば
こ
消
費

税
｣
を
r
町
た
ば
こ
税
｣
に
､
r
 
r
た
ば
こ
消
費
我
二
を
r
 
r
た
ば
こ
税
L
 
L
に
改
め
'
同
条
弟
二
項
中
r
た
ば
こ

消
費
税
j
.
を
　
r
た
ば
こ
税
｣
　
に
改
め
､
同
粂
弟
三
嘆
を
削
る
｡

第
九
十
四
条
の
見
出
し
中
r
た
ば
こ
消
費
溌
j
 
t
を
｢
た
ば
こ
税
｣
に
改
め
､
同
条
弟
一
項
中
r
た
ば
こ
消
費
税
｣
を

r
た
ば
こ
我
｣
に
改
め
'
｢
牡
体
制
に
あ
っ
て
は
し
及
び
r
(
以
下
,
)
の
節
に
お
い
て
r
売
渡
し
等
｣
と
い
う
｡
)
に

係
る
載
造
た
ば
こ
の
当
接
売
渡
し
等
の
時
に
お
け
る
小
売
定
価
(
法
界
四
育
六
十
七
重
第
1
項
の
小
売
定
価
を
い
う
｡

)
に
相
当
す
る
金
額
と
し
へ
従
量
制
に
あ
つ
て
は
売
渡
し
等
j
を
削
り
､
､
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
.

3
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
抱
け
る
製
造
た
ば
こ
の
重
量
を
本
数
に
換
算
す
る
壌
合
の
計
算
は
､
弟
九
十
二
条
第
1
項
の

売
鼓
し
又
は
同
条
第
二
項
の
売
渡
し
若
し
-
は
消
費
等
に
係
る
載
遵
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
]
傭
当
た
り
の
重
量
に

当
核
製
造
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
数
量
を
乗
じ
て
持
た
重
量
を
同
胃
に
絡
げ
る
養
造
た
ば
こ
の
区
分
ご
と
に
合
計
し
'

そ
の
合
計
重
量
を
饗
理
用
の
批
拳
た
ば
こ
の
本
数
に
換
算
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
｡

4
　
前
項
の
計
算
に
博
し
1
製
造
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
一
価
当
た
り
の
重
量
に
〇
二
グ
ラ
ム
未
満
の
端
数
が
あ
る



場
合
に
は
'
そ
の
嬢
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
｡

券
九
十
五
条
の
見
出
し
中
.
 
r
た
ば
こ
消
費
学
を
r
た
ば
こ
撃
に
改
め
､
同
集
中
r
た
ば
こ
消
費
溌
｣
を
r
た
ば

こ
撃
に
改
め
,
r
従
価
額
に
あ
つ
て
は
百
分
の
十
四
･
三
と
し
､
従
量
制
に
あ
つ
て
は
｣
を
射
り
､
二
二
育
五
十
円

｣
を
｢
千
九
育
九
十
七
円
｣
　
に
改
め
る
｡

第
九
十
五
条
の
二
の
見
出
し
並
び
に
同
条
集
一
項
及
び
*
三
嘆
中
r
た
ば
こ
消
費
#
J
を
r
た
ば
こ
#
J
に
改
め
'

同
条
を
第
九
十
六
条
と
す
る
.

第
九
十
五
条
の
三
(
見
出
し
を
含
む
･
)
申
r
た
ば
こ
蒋
賛
#
)
を
r
た
ば
こ
溌
｣
に
改
め
､
同
集
を
券
九
十
七
粂

と
す
る
｡

第
九
十
五
集
の
四
の
見
出
し
中
r
た
ば
こ
清
費
#
)
を
r
た
ば
こ
親
し
に
改
め
'
何
条
第
1
項
中
r
た
ば
こ
消
費
税

)
を
r
た
ば
こ
撃
に
,
r
売
渡
し
ぎ
を
r
券
九
十
二
重
欝
]
項
の
売
渡
し
又
は
何
重
筆
壷
の
売
渡
し
若
し
-
は

鱒
賓
等
｣
に
改
め
､
-
諜
我
棲
準
た
る
小
売
定
価
に
相
当
す
る
金
額
に
当
鞍
小
売
定
稿
に
操
る
品
目
ご
と
の
売
鼓
し
等

の
牡
圭
を
乗
じ
て
得
た
金
糠
の
合
軒
額
及
び
前
月
の
初
日
か
･
s
L
末
日
ま
で
の
脚
に
お
け
る
売
渡
し
等
に
偉
る
養
造
た
ば
′

こ
き
を
削
り
,
二
課
税
､
壕
草
野
J
を
r
 
r
蘇
我
棲
準
愚
量
:
に
､
r
並
び
に
当
落
課
税
覆
準
頼
｣
を
r
及
び

当
軽
課
税
標
準
扱
き
に
､
r
た
ば
こ
消
費
税
撃
を
r
た
ば
こ
税
#
J
に
､
r
幕
九
十
五
条
の
二
第
一
項
｣
を
r
弟

九
十
六
粂
空
き
に
,
r
葛
九
十
五
灸
の
二
軍
壷
｣
を
r
第
九
十
六
条
軍
哀
し
に
改
め
'
同
粂
第
五
項
中
r
弟



九
十
五
条
の
七
第
二
項
｣
を
r
弟
首
一
条
弟
二
項
｣
　
に
改
め
､
同
条
を
農
九
十
八
森
と
す
る
｡

券
九
十
五
条
の
五
第
一
項
中
　
｢
殊
載
積
準
額
｣
を
　
r
課
載
積
準
数
量
)
　
に
t
 
r
た
ば
こ
消
費
税
額
｣
を
　
r
た
ば
こ
税

額
｣
　
に
'
r
券
九
十
五
条
の
二
第
l
項
｣
　
を
　
｢
第
九
十
六
条
弟
1
項
｣
　
に
改
め
､
同
条
弟
二
項
中
r
課
税
標
準
額
｣
を

r
諌
税
壌
準
数
量
j
　
に
'
r
た
ば
こ
.
g
賛
溌
額
｣
を
　
r
た
ば
こ
我
額
J
　
に
改
め
'
同
条
を
集
九
十
九
集
と
す
る
｡

第
九
十
五
集
の
大
中
r
券
九
十
五
条
の
四
第
1
項
｣
　
を
　
r
券
九
十
<
森
井
一
項
｣
　
に
t
 
r
た
ば
こ
消
費
税
額
｣
　
を
　
r

た
ば
こ
税
額
｣
　
に
改
め
'
同
条
を
兼
官
集
と
す
る
｡

第
九
十
五
条
の
七
の
見
出
し
及
び
同
条
弗
1
項
中
　
r
た
ば
こ
消
費
溌
｣
　
を
　
｢
た
ば
こ
我
｣
　
に
改
め
'
同
条
弟
二
項
申

r
弟
九
十
五
集
の
四
第
一
項
)
を
　
r
第
九
十
八
森
第
1
項
｣
　
に
帝
め
'
同
集
を
兼
官
1
集
と
す
る
｡

第
九
十
五
条
の
<
の
見
出
し
中
｢
た
ば
こ
消
費
溌
｣
を
r
た
ば
こ
税
｣
　
に
改
め
､
同
条
第
7
項
中
r
第
九
十
五
条
の

三
た
だ
し
書
｣
を
r
第
九
十
七
粂
た
だ
し
警
J
 
i
に
､
(
た
ば
こ
消
費
税
｣
を
(
た
ば
こ
税
｣
に
改
め
'
同
粂
策
二
項
中

｢
た
ば
こ
消
費
税
｣
　
を
　
r
た
ば
こ
税
｣
　
に
改
め
'
同
条
を
弟
育
二
条
と
す
る
｡

第
二
章
第
七
軒
を
射
り
.
'
弟
土
手
第
六
野
中
弟
曹
十
1
灸
を
第
百
三
条
と
L
t
弟
育
十
二
集
か
ら
第
育
十
五
粂
ま
で

を
八
森
ず
つ
操
り
上
げ
､
弟
育
十
六
粂
及
廿
券
曹
十
七
集
を
桝
り
､
券
曹
十
八
集
を
弟
育
<
条
と
L
t
同
集
の
次
に
次

の
,
よ
う
に
加
え
.
0
.

葉
音
九
条
か
ら
第
百
三
十
条
ま
で
　
桝
除



･
集
二
幸
集
六
軒
を
同
輩
芳
五
鯵
と
し
､
同
寺
弗
八
軒
を
同
章
第
六
勝
と
す
る
｡

村
瀬
弟
<
粂
弟
1
嘆
中
r
唱
和
六
十
六
年
度
｣
を
r
平
鹿
三
年
度
｣
　
に
改
め
る
｡

相
加
集
九
重
券
二
項
及
び
第
三
項
中
丁
別
表
券
三
｣
を
｢
別
表
｣
　
に
改
め
る
｡

肘
周
弟
十
一
条
の
見
出
し
'
相
加
券
十
二
粂
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
'
相
加
第
十
三
森
(
見
出
し
を
食
む
.
)
及
び

肘
朋
第
十
五
灸
の
二
第
1
項
中
r
昭
和
六
十
五
年
度
｣
を
r
ヰ
成
二
年
度
)
に
改
め
る
｡

相
対
欝
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(
た
ば
こ
我
の
溌
串
の
特
粥
)

集
十
六
条
の
二
　
た
ば
こ
事
業
法
幣
瀬
第
二
集
の
規
定
に
よ
る
鼻
血
薪
の
製
造
た
ば
こ
定
確
法
(
唱
和
四
十
年
法
律
券

雪
一
十
二
号
)
弟
]
集
第
1
項
に
規
定
す
る
就
巷
た
ば
こ
三
級
品
の
当
按
東
止
の
時
に
お
け
る
品
目
と
同
1
で
あ
る

喫
煙
用
の
柾
巷
た
ば
こ
に
縛
る
た
ば
こ
税
の
溌
車
は
､
L
券
九
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
当
分
の
仰
､
千
本
に

つ
き
丸
首
四
十
<
円
と
す
る
｡

2
　
前
項
の
規
定
の
蓑
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
九
十
<
粂
第
7
項
か
ら
井
田
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､

同
条
第
1
項
中
r
*
三
十
四
号
の
二
様
式
｣
と
あ
る
の
は
r
羊
四
十
八
号
の
五
様
式
｣
と
､
同
条
第
二
項
中
r
*
三

十
四
号
の
二
の
二
様
式
)
と
あ
る
の
は
r
券
四
十
<
号
の
大
様
式
J
と
'
同
条
軍
二
項
申
r
*
三
十
四
号
の
二
の
六

株
式
｣
と
あ
る
の
は
r
第
四
十
<
号
の
九
様
式
｣
と
､
同
条
弟
四
境
申
r
軍
二
十
四
号
の
こ
様
式
又
は
軍
二
十
四
号



の
こ
の
こ
様
式
)
　
と
あ
る
の
は
　
r
幕
四
十
八
号
の
五
様
式
又
は
第
四
十
<
号
の
六
様
式
｣
　
と
す
る
｡

附
加
第
十
六
条
の
三
第
1
項
申
　
r
昭
和
六
十
四
年
ま
｣
を
　
｢
平
成
元
年
度
一
に
改
め
る
｡

肘
飼
葉
十
六
条
の
玉
串
一
項
中
r
昭
和
六
十
六
年
ま
｣
を
　
｢
平
成
三
年
ま
)
　
に
改
め
る
｡

肘
朋
第
十
七
粂
第
7
項
集
二
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

f
l
　
当
鞍
諜
税
長
瀬
鎮
護
所
得
金
額
か
ら
四
千
万
円
を
捷
徐
し
た
金
額
の
育
分
の
五
･
五
に
相
当
す
る
金
額

附
加
第
十
七
集
の
二
第
1
項
及
び
弟
二
項
申
丁
昭
和
六
十
六
年
ま
｣
を
r
平
成
三
年
度
｣
　
に
改
め
る
.

柑
倒
幕
十
七
湊
の
三
弟
1
項
中
r
r
 
r
許
我
長
打
繊
養
所
得
金
額
の
二
分
の
1
に
相
当
す
る
金
額
と
当
猿
年
ま
分
の
洋

裁
捻
所
得
金
額
と
の
合
軒
額
を
当
軒
課
税
捻
所
得
金
額
と
み
な
し
て
計
算
し
た
場
合
の
所
得
封
切
額
か
ら
'
二
千
万
円

と
当
接
年
度
分
の
課
税
捻
所
持
金
腰
と
の
合
軒
額
を
当
接
課
税
捻
所
得
金
額
と
み
な
し
て
針
井
し
た
場
合
の
所
持
封
の

額
を
控
除
し
た
｣
と
あ
る
の
は
r
諜
我
農
耕
膏
羨
所
持
金
額
か
ら
四
千
万
円
を
撞
捜
し
た
金
額
の
育
分
の
三
･
四
に
相

当
す
る
｣
｣
を
r
 
r
育
分
の
玉
.
五
L
 
L
と
あ
る
の
は
r
 
r
曹
分
の
三
.
 
･
四
L
 
L
　
に
改
め
る
｡

相
加
第
十
<
集
の
次
に
次
の
]
集
を
加
え
る
｡

(
株
式
等
に
係
る
繊
渡
所
得
等
に
操
る
価
人
の
町
民
税
の
洋
裁
の
特
例
)

＼

欝
十
九
条
　
当
分
の
問
'
､
所
得
額
の
納
税
義
務
者
が
帝
年
中
に
租
税
特
別
括
薯
泣
第
三
十
七
灸
の
十
第
]
項
に
規
定
す

る
株
式
等
に
錬
る
繍
養
所
得
等
を
有
す
る
蟻
合
に
は
､
当
番
株
式
等
に
係
る
強
ま
所
得
等
に
つ
い
て
は
'
弟
三
十
三



/′

2

粂
及
び
弟
三
十
四
条
空
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
他
の
所
得
と
区
分
し
､
蔚
年
中
の
株
式
等
に
凍
る
繊
渡
所
得
等

の
金
額
　
(
法
相
対
策
三
十
五
集
の
二
券
1
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
操
る
鍵
養
所
得
等
の
金
額
を
い
う
｡
同
条
弟
二

項
の
連
用
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
遺
用
後
の
金
額
.
以
下
同
じ
｡
)
　
に
対
し
'
当
蘇
株
式
等
に
係
る
繊
兼
所
持
等
の

金
額
の
育
分
の
四
に
相
当
す
る
金
額
に
相
当
す
る
町
民
萩
の
所
持
朝
を
洋
す
る
｡
･

葡
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
'
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

一
　
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
の
善
用
に
つ
い
て
は
､
同
集
中
　
r
捻
所
得
金
額
｣
　
と
あ
る
の
は
､
r
捻
所
得
金
額
'

肘
朋
弟
十
九
条
第
1
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
操
る
嬢
養
所
持
等
の
金
額
｣
　
と
す
る
｡

二
　
第
三
十
四
条
の
七
及
び
村
瀬
第
七
粂
第
1
項
の
規
定
の
連
用
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ら
の
規
定
中
　
r
所
得
制
の
額

)
　
と
あ
る
の
は
t
 
r
所
得
封
の
頼
及
び
相
加
券
十
九
′
粂
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
我
の
所
得
割
の
頼
｣
　
と
す
る
.

三
　
弟
三
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
同
集
中
｢
又
は
山
林
所
持
金
額
｣
と
あ
る
の
は
　
r
若
し
-
は
由
葡

所
得
金
額
又
は
相
加
幕
十
九
粂
集
T
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
鎮
ま
所
得
等
の
金
額
｣
　
と
'
｢
若
し
く
は
山

林
所
得
金
額
｣
　
と
あ
る
の
は
　
r
､
山
林
所
持
金
額
若
し
く
は
租
税
特
別
捨
苦
泣
第
三
十
七
集
の
十
第
]
項
に
規
定

す
る
株
式
等
に
操
る
繊
羨
所
得
等
の
金
額
｣
と
す
み
｡

四
　
附
加
集
五
条
の
規
定
の
雇
用
に
つ
い
て
は
､
同
粂
第
1
項
中
｢
山
林
所
得
金
轡
と
.
あ
る
の
は
r
山
林
所
得
金

額
並
び
に
肘
朋
券
十
九
条
第
1
.
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
鍵
ま
所
得
等
の
金
額
J
　
と
､
同
森
井
二
項
申
　
r
所



得
封
T
Q
額
｣
と
あ
る
の
は
r
所
持
封
の
嶺
及
び
相
加
券
十
九
条
串
1
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
我
の
所
得
常
の
額
)

と
す
る
.

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
桝
り
'
別
表
第
三
を
別
表
と
す
る
｡

相

　

対

(
施
行
朔
日
)

弟
1
粂
　
こ
の
桑
折
は
'
平
成
元
年
四
月
l
日
か
ら
篤
行
す
る
｡
た
だ
し
､
第
三
十
四
集
の
改
正
規
定
及
び
相
加
第
十

<
集
の
次
に
一
条
を
加
え
か
改
正
規
定
並
び
に
次
粂
弟
二
項
及
び
券
三
嘆
の
規
定
は
'
平
成
二
年
四
月
1
日
か
ら
護

符
す
る
｡

(
町
民
我
に
鞘
す
る
接
遇
播
蒙
)

ノ

第
二
粂
　
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
'
改
正
後
の
三
朝
町
税
桑
折
(
以
下
r
薪
典
例
｣
　
と
い
う
｡
)
　
の
規
定
中

傭
人
の
町
民
我
に
開
す
る
部
分
は
､
平
成
元
年
度
以
後
の
年
度
分
の
傭
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
遺
用
し
､
昭
和
六
十

三
年
度
分
ま
で
の
傭
人
の
町
民
我
に
■
つ
い
て
は
〕
　
な
お
従
前
の
桝
に
よ
る
｡

2
　
新
条
例
肘
朋
券
十
九
条
の
規
定
は
､
町
民
税
の
所
得
額
の
納
税
蕎
捷
者
が
平
成
元
年
四
月
1
日
(
以
下
｢
施
行
日

｣
　
と
い
う
｡
)
以
後
に
行
う
所
得
税
法
等
の
1
部
を
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
三
年
法
律
弟
百
九
号
)
東
十
条
の



規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
蒙
法
(
昭
和
三
十
二
年
法
律
弟
二
十
六
号
)
集
三
十
七
集
の
十
弗
1
項
に
規
定

す
る
株
式
等
の
簸
渡
に
操
る
傭
人
の
町
民
萩
に
つ
い
て
連
用
す
る
｡

3
　
改
正
前
の
三
朝
町
我
桑
折
(
次
粂
券
二
項
及
び
肘
周
車
六
条
に
お
い
て
r
旧
条
例
｣
と
い
う
｡
)
集
三
十
四
集
の

規
定
は
､
平
鹿
元
年
定
分
ま
で
の
傭
人
の
町
民
我
に
つ
い
て
は
､
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
｡

(
町
た
ば
こ
税
に
鞘
す
る
経
遇
措
葦
)

弟
三
条
　
新
兵
柄
の
規
定
中
町
た
ば
こ
税
に
舛
す
る
辞
分
は
､
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
新
粂
桝
集
九
十
二
条
第
1
項

の
売
渡
し
又
は
同
条
券
二
項
の
売
渡
し
若
し
く
は
消
費
等
(
券
三
嘆
に
お
い
て
　
r
売
渡
し
等
｣
　
と
い
う
｡
)
　
に
蘇
る

義
造
た
ば
こ
に
対
し
て
詐
す
べ
き
町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
凄
用
す
る
｡

2
　
先
行
目
前
に
行
わ
れ
た
旧
套
桝
第
九
十
四
条
券
1
項
に
規
定
す
る
売
渡
し
等
に
錬
る
製
造
た
ば
こ
に
対
し
て
諜
す

る
町
た
ば
こ
消
費
我
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
折
に
よ
る
｡

3
一
卸
売
販
売
葉
音
等
(
新
森
桝
第
九
十
二
重
第
1
項
に
規
定
す
る
卸
売
販
売
美
音
等
を
い
う
｡
決
壊
に
お
い
て
同
じ
｡

)
　
が
'
施
行
日
南
J
i
l
珠
に
町
た
ば
こ
清
賛
税
を
許
さ
れ
た
叢
造
た
ば
こ
■
に
つ
き
兼
行
日
以
後
に
売
渡
し
等
を
す
る
場

合

に

お

い

て

は

､

新

条

例

弟

九

十

六

条

の

規

定

を

遭

用

す

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

4
　
卸
売
聴
克
美
者
等
が
施
行
日
前
に
売
渡
し
た
養
連
た
ば
こ
の
返
還
を
受
け
'
施
行
日
以
後
に
当
接
製
造
た
ば
こ
に

つ
き
新
条
例
第
九
十
九
森
井
一
項
の
規
定
に
よ
る
捷
陰
を
受
け
る
埠
合
に
お
い
て
､
同
項
中
r
た
ば
こ
我
額
(
当
鼓



た
ば
こ
範
頼
｣
を
r
た
ば
こ
靖
賛
税
額
(
当
掠
た
ば
こ
消
費
税
額
)
｣
と
し
て
'
同
条
の
規
定
を
遇
用
す
る
｡

(
電
気
税
及
び
ガ
ス
税
に
常
す
る
軽
遇
捨
置
)

第
四
粂
　
施
行
日
前
に
使
用
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
(
継
続
的
に
供
捨
す
る
こ
と
を
的
す
る
契
約
に
基
づ
き
供
給
さ
れ
て

い
る
電
気
又
は
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
'
先
行
目
前
に
そ
の
料
金
を
耽
納
し
た
'
又
は
耽
納
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
)
に

対
し
て
課
す
る
電
気
溌
及
び
ガ
ス
我
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
桝
に
よ
る
.

2
　
施
行
日
前
か
ら
継
続
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
的
す
る
契
約
に
基
づ
き
供
給
さ
れ
て
い
る
電
気
又
は
ガ
ス
で
施
行
日

か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
輔
に
そ
の
料
金
を
収
納
し
た
､
又
は
咲
納
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
､

施
行
日
前
に
そ
の
料
金
を
耽
納
し
た
'
又
は
耽
納
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
､
-
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
｡

(
木
材
引
取
税
に
騨
す
る
軽
遇
措
蓉
)
∫

第
五
粂
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
集
材
の
引
取
り
に
対
し
.
て
課
す
る
木
材
引
取
税
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
桝
に
よ

る
｡(

前
期
に
関
す
る
経
遇
簿
憂
)

空
ハ
粂
　
こ
の
粂
桝
の
篤
行
前
に
し
た
行
為
並
び
に
こ
の
相
加
に
よ
り
な
お
従
前
の
桝
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
税

ヽ

及
び
こ
の
相
加
の
規
定
に
よ
り
な
お
助
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
套
桝
の
規
定
に
取
る
地
方
我
に
操
る
こ
の
条

例
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
前
朋
の
連
用
に
つ
i
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡
-


